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黒
野
校
区
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

気
持
ち
も
新
た
に
新
年

を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ

り
ご
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
校
区
で
は

一
八
二
名
の
方
が
新
成
人
と
な
り
社
会
に
、
或
い

は
学
業
に
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
ん
で
行
か
れ
ま

す
。
新
成
人
と
な
ら
れ
ま
す
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
様
も
さ
ぞ
お
喜

び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
さ
れ
ま
す
皆
さ
ん
は
、
権
利
が
与
え
ら
れ
る

と
同
時
に
義
務
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
よ
く

理
解
さ
れ
社
会
人
の
一
人
と
し
て
大
き
く
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
新
春
明
け
の
一
月
二
十
三
日（
水
）

は
黒
野
小
学
校
で
青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
、

通
称
「
青
パ
ト
」
の
新
車
お
披
露
目
式
を
行
い
ま

す
。
青
パ
ト
活
動
は
児
童
の
見
守
り
隊
、
夜
間
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
い
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
各
種
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
に
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の「
青
パ
ト
車
」購
入
に
関

し
て
は
東
京
の「
日
本
財
団
」様
の
多
額
の
助
成
を

受
け
て
念
願
が
適
い
、
出
発
式
が
出
来
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
関
係
各
位

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
海
環
状
道
西
回
り
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
城
田
寺
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
昨
年
九
月
に
安

全
祈
願
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
工
事
は
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。（
仮
称
）岐
阜
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
は
、
岐
阜
大
学
附
属
病
院
前
か

ら
南
へ
、
折
立
・
三
ツ
又
地
区
で
正
木
よ
り
伊
自

良
川
を
架
橋
で
渡
り
西
進
す
る
長
良
・
糸
貫
線
に

接
続
す
る
こ
と
で
現
在
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方（
仮
称
）岐
阜
イ
ン
タ
ー
か
ら
東
へ
は
伊

自
良
川
に
架
橋
を
し
て
城
田
寺
団
地
の
東
に
抜
け

る
新
し
い
道
路
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
よ
り
西
に
通
じ
る
主
要
道

は
な
く
交
人
、
洞
、
御
望
地
区
の
旧
道
を
通
る
事

に
な
り
ま
す
。
こ
の
西
へ
の
道
路
は
都
市
計
画
道

路
大
学
・
御
望
線
と
称
せ
ら
れ
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
と
の
事
で
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
昨
年
の

三
月
に
岐
阜
市
へ
早
期
計
画
着
工
の
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

又
、
黒
野
バ
イ
パ
ス
の
西
交
差
点
よ
り
岐
阜
市

市
営
住
宅
跡
地（
五
月
町
）を
通
り
J
A
選
果
場
へ

抜
け
る
西
郷
へ
の
接
続
道
路
も
是
非
計
画
決
定
の

域
に
要
望
を
す
る
次
第
で
す
。
そ
し
て
「
岐
阜
薬

科
大
学
」
の
総
合
移
転
も
本
決
ま
り
と
な
っ
た
現

在
、
黒
野
地
域
の
整
備
と
見
直
し
を
慎
重
に
進
め

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

住
み
良
い「
く
ろ
の
」に
す
る
た
め
に
は
住
民
相

互
の
絆
を
強
め
、
思
い
や
り
の
あ
る
お
付
き
合
い

が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
校
区
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

黒
野
自
治
会
連
合
会　

会
長　

西
　
垣
　
　
　
薫

謹
賀
新
年 
平
成
三
十
一
年
新
春
に
当
た
り

　黒野地区の皆様、新年あけま
しておめでとうございます。
　２０１９年の新春を迎え、健やか
に新年を迎えられたことと、心より
お喜び申し上げます。
　さて、昨年は、７月には西日本

豪雨災害、９月には台風２１号が上陸し、市民生活に大き
な影響を与えました。同じく同月、北海道胆振東部地震で
は、大規模な土砂崩れ、ブラックアウトによる道内全域の
停電等、甚大な被害をもたらしました。一日も早い復旧、
復興を願うものです。
　南海トラフ巨大地震の発生が懸念される私たちの黒野地
域にとっても、８年前の東日本大震災や今回の地震、台
風災害は決して対岸の火事ではありません。しっかりとした
防災・減災への備えには万全を期さなくてはなりません。
災害時における人命救助や物資の緊急輸送道路として機
能する東海環状自動車道（西回りルート）は、２０２４年全
線開通及びインターチェンジへのアクセス道路も着実に工事
が進められております。
　また、岐阜薬科大学の三田洞キャンパスを本部キャンパ
ス（黒野地区）に統合する方針が決定され、当地区も様々
な変貌を遂げることとなります。今後も、議員として、災害
に強く、安心安全なまちづくりに皆様とともにしっかり取り組
んでまいります。最後になりましたが、今年一年が皆様に
とりまして、素晴らしい年でありますようご祈念申し上げます。

謹賀新年　安心安全なまちづくり
岐阜市議会議員　郷　英明

　平成が結びの年となり、
新しい時代の到来にむけ、
黒野に「ふるさとの歌」が誕
生しました。

　黒野城下町賛歌制作委員会の皆さんが作詞
し、黒野在住の大沼智幸さんが作曲。歌手は、
深尾雅人校長先生が担当、すでにレコーディング
も完了しました。
　黒野の歴史、文化、自然など郷土に誇りと自
信を持って未来に向かって歩み出そうとの気持ち
を皆で合唱しようとの思いが込められています。
　昭和の時代には、城跡や城下町を歌った曲
が多くありました。来年のNHK大河ドラマ「麒麟
がくる」では岐阜城が脚光を浴びることになります
が、黒野もふるさと発信をしましょう。

新ふるさと賛歌
「あゝ黒野城下町」誕生

岐阜市議会議員

信田朝次
　黒野地区の皆様、
新年明けましておめ
でとうございます。
　よき新年をお迎え
のことと、お慶び申
し上げます。

　また、今年も多くの若人が成人式を迎
えられ、大人の仲間入りをされます。新
成人となられます皆様、おめでとうござ
います。
　さて、昨年2月には柴橋市政が誕生し
ました。そして、本年5月には新天皇が
即位され、新しい元号となり、変革の年
となります。
　一方、黒野地区では、数年後に東
海環状自動車道とインターチェンジの開
通が見込まれておりますが、その工事も
順調に進んでおります。当地区にとって、
大きな変革の時期を迎えています。この
変革の時期における諸課題を、皆様と
共にしっかりと取り組んで参ります。
　最後になりましたが、今年一年の皆
様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

謹賀新年　新成人を祝う
岐阜市議会議員　黒田育宏

西部コミュニティセンターでの
レコーディング風景

賛歌
あゝ 黒野城下町
発表会

1月26日（土）
13:00〜
黒野会館
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平
成
三
十
年
度
　

黒
野
校
区
敬
老
祝
賀
会
開
催

　

九
月
十
七
日（
祝
）黒
野
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
黒
野
校
区
敬
老
該
当
者
一
、八
五
七

名（
医
療
、
介
護
施
設
入
居
者
含
）の
内

三
五
一
名
の
出
席
者
が
あ
り
会
場
は
満

杯
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
典
で
は
岐
阜
市
長
、
信
田
朝
次
市

議
会
議
長
、
黒
田
育
宏
市
議
会
議
員
、

郷
英
明
市
議
会
議
員
他
多
数
ご
来
賓
を

迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓

の
ご
挨
拶
祝
辞
に
続
き
、
敬
老
会
の
祝

電
披
露
、
自
治
会
連
合
会
と
岐
阜
市
か

ら
の
記
念
品
贈
呈
が
あ
り
、
金
婚
該
当

者
二
十
七
組
の
表
彰
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
交
通
安
全
協
会
支
部
長
松

井
直
樹
様
よ
り
敬
老
代
表
者
と
し
て

自
治
会
連
合
会
会
長
へ
謝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

　

又
、
敬
老
会
祝
賀
と
し
て　

カ
ナ
・

ナ
カ　

ミ
ズ
ホ
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
で
会
場
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち

に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
事
務
局

平
成
三
十
年
度

黒
野
地
域
西
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

　

去
る
、
十
月
二
十
八
日（
日
）午
前
八

時
よ
り
黒
野
み
ど
り
広
場
に
お
い
て
黒

野
地
域（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）十
町
内
の
住
民

自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
消

防
O
B
の
岩
本
西
畑
自
治
会
長
の
指
揮

の
も
と
、
地
域
広
報
の
実
施
、
住
民
避

難
誘
導
訓
練
を
自
主
防
災
隊
総
代
の
指

示
で
行
い
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
隣
保

班
居
住
者
の
安
否
確
認
と
支
援
活
動
訓

練
で
災
害
時
要
援
護
者
を
リ
ヤ
カ
ー
に

乗
せ
避
難
所
迄
運
び
ま
し
た
。
地
域
住

民
の
集
合
後
「
対
策
本
部
」
の
設
置
宣

言
、「
情
報
収
取
」「
水
防
・
消
火
班
」「
救

出
救
護
班
」「
避
難
誘
導
班
」「
給
食
給

水
班
」
の
各
体
制
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
岐
阜
北
消
防
署
予
防
課
の
展
示

品
開
示
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
共
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
水
防
団
の
土
嚢
つ
く
り

体
験
、
救
出
ロ
ー
プ
の
発
射
、
応
急
担

架
の
つ
く
り
方
な
ど
日
頃
慣
れ
な
い
訓

練
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し

て
黒
野
自
主
防
災
隊
西
垣
隊
長
の
挨

拶
と
、
黒
野
分
署
長
梅
田
様
の
講
評

を
受
け
訓
練
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
住
民
の
防
災
意

識
は
一
層
高
ま
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
配
ら
れ
た

「
非
常
食
」が
大
変
美

味
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

黒
野
自
主
防
災
副
隊
長
　
堀
田
啓
二

　

十
月
二
十
七
日（
土
）・
二
十
八
日（
日
）

の
両
日
、
恒
例
の
「
黒
野
会
館
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
日
頃
の
ク
ラ
ブ・サ
ー

ク
ル
活
動
で
製
作
さ
れ
た
作
品
が
数
多
く

並
び
、
参
観
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
目
を
引

き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
舞
台
発
表
で
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
大
き
な
拍
手
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
思
い
や
り
の
言
葉
」
が
入
っ

た
押
し
花
の
し
お
り
作
り
や
「
笑
い
ヨ
ガ
」

の
体
験
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
岐
阜
大
学
の
室
内
合
奏
団

の
皆
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
懐
か
し
い

歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
、
実
り
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
、
楽
し
い
「
黒
野
会
館
ま
つ

り
」と
な
り
ま
し
た
。

黒
野
会
館
ま
つ
り
開
催

公
民
館
指
導
員

大
塚
豊
子

市
民
参
画

受
賞

賞黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会

会
長　

河
口
耕
三

平
成
三
十
年
十
月
一
日

　

岐
阜
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
と
岐
阜

市
が
主
催
の
平
成
三
十
年
度
住
民
自
治

推
進
大
会
に
お
い
て
、
黒
野
城
の
研
究

会
は
、
市
民
参
画
賞
団
体
の
部
を
受
賞

し
ま
し
た
。
研
究
会
が
活
動
し
て
い
る

「
郷
土
歴
史
調
査
研
究
」、「
史
跡
案
内

板
の
設
置
」、「
史
跡
案
内
」、「
ふ
る
さ

と
黒
野
検
定
子
ど
も
版
」、「
紙
芝
居
制

作
・
上
演
」
な
ど
の
自
発
的
な
市
民
活

動
に
よ
り
黒
野
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
活
動

は
極
め
て
意
義
深
い
と
い
う
こ
と
で
受

賞
。
こ
の
受
賞
に
感
謝
し
、
よ
り
地
域

の
歴
史
文
化
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は

三
九
の
団
体
と
六
〇
名
の
個
人
が
柴
橋

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
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平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
～
四
日

平
成
三
十
年
六
月
十
日　

五
十
三
組　

二
一
二
名
参
加

団
体　

優　

勝　

下
鵜
飼
第
四
A
チ
ー
ム

　
　
　

準
優
勝　

下
鵜
飼
第
三
A
チ
ー
ム

　
　
　

三　

位　

下
鵜
飼
第
三
B
チ
ー
ム

個
人　

優　

勝　

水
川　

洋
司（
下
鵜
飼
第
四
A
チ
ー
ム
）

　
　
　

準
優
勝　

曽
我　

剛
司（
下
鵜
飼
第
三
B
チ
ー
ム
）

　
　
　

三　

位　

郷　
　

英
明（
古
市
場
チ
ー
ム
）

平
成
三
十
年
九
月
九
日　

雨
天
の
為
、
中
止

平
成
三
十
年
十
月
二
十
一
日　

五
十
二
組　

二
〇
八
名
参
加

団
体　

優　

勝　

下
鵜
飼
第
三
A
チ
ー
ム

　
　
　

準
優
勝　

下
鵜
飼
第
三
E
チ
ー
ム

　
　
　

三　

位　

第
二
千
成
A
チ
ー
ム

個
人　

優　

勝　

郷　
　

英
明（
古
市
場
B
チ
ー
ム
）

　
　
　

準
優
勝　

宮
田　

敷
夫（
御
望
・
東
下
ノ
町
合
同
チ
ー
ム
）

　
　
　

三　

位　

笹
田
日
出
子（
古
町
B
チ
ー
ム
）

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日　

三
二
九
名
参
加

平
成
三
十
年
十
二
月
二
日　

十
二
町
内
二
十
名
参
加

こ
の
競
技
は
、
来
年
度
黒
野
校
区
町
内
対
抗
大
会
の
予
定
で
す
。

　
三
十
年
度
の
行
事
も
、
二
月
十
七
日
の
町
内
対
抗
卓
球
大
会
の

み
と
な
り
ま
す
。
又
、
本
年
度
も
各
大
会
に
、
皆
様
方
の
ご
参
加

ご
協
力
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
体
育
振
興
会

第
三
十
六
回
　
黒
野
校
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
回
　
各
種
団
体
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
三
十
七
回
　
黒
野
校
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
七
回
　
黒
野
校
区
歩
け
歩
け
運
動
大
会

第
二
回
　
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験
会

　

隔
年
に
開
催
さ
れ
ま
す
校
区
文
化
祭
も
今
年

で
二
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
小
学
校
体
育
館

を
お
借
り
し
て
、
二
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
市
長
が
来
館
さ
れ
、
多
く
の
作
品
に
感
動

さ
れ
、歴
史
の
話
に
聞
き
入
っ
て
み
え
ま
し
た
。

ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
二
年
間
か
け

て
の
大
作
、
研
究
成
果
、
此
の
日
を
目
標
に
頑

張
っ
て
来
ら
れ
た
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
ど

の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、
人
々
の
目
を
釘
付
け

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

年
々
、
小
学
校
の
児
童
数
が
減
少
し
、
壁
面

の
作
品
も
さ
み
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
幼

児
九
十
一
名
、
小
学
生
の
習
字
、
絵
画
な
ど

四
百
九
十
三
名
の
作
品
、
中
学
校
美
術
部
の
大

横
幕
な
ど
と
広
い
体
育
館
が
作
品
で
埋
ま
り
ま

し
た
。
本
年
の
入
場
者
数
は
二
日
間
で
延
べ

七
百
五
十
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
お
茶
席
の
評

判
も
よ
く
準
備
か
ら
接
待
ま
で
大
変
お
世
話
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
設
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
青
年
Ｏ

Ｂ
会
、
消
防
団
、
水
防
団
、
市
民
消
火
隊
、
消

水
防
後
援
会
、
交
通
安
全
協
会
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
自
治
会
、
自
治
公
民
館
長
、
体
育
振

興
会
、
日
赤
奉
仕
団
、
母
子
会
、
女
性
防
火
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、 

子
ど
も
会
の
皆

様
に
感
謝
し
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
寒
い
中

夜
警
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
青
年
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
一
日（
土
）の
第
七
回
イ
ン
リ
ー

ダ
ー
研
修
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
♪

　

ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
た

後
、
ケ
ー
キ
作
り
で
は
皆
で
パ
テ
ィ
シ
エ
の
よ
う

に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
世
界
で
一
つ
だ
け
の

ケ
ー
キ
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
も
残
す
と
こ

ろ
閉
講
式
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張

し
て
い
た
子
ど
も
達
か
ら
、
笑
顔
や
仲
間
と
協

力
し
あ
う
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
役
員
一

同
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
校
区
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
子
ど
も
会

育
成
委
員
会
便
り

子
ど
も
会
育
成
委
員
長　

増
田
由
香
里

校
区
文
化
祭
開
催

　平成19年以来活
躍した二代目青パト
車が引退、三代目
の青パト車が、1月
23日（水）より黒野地域をパトロールす
ることとなりました。当日は、黒野小学
校で「青パト」お披露目出発式を行いま
す。皆さん多数ご参加下さい。
　時間は、午後3時～約30分
二代目「青パト車」さん、長い間お疲
れさまでした。

黒野地区くらしの安全推進委員会

「青パト車」
新車お披露目お知らせ

体
育
振
興
会
会
長
　
笹
田
良
司

公
民
館
主
事

郷
　
由
美

岐北中学校生徒制作　大横幕
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ル
施
設
工
場
・『
丸
硝
株
式
会
社
』

大
垣
市
・
空
き
壜
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

工
場
・『
日
本
耐
酸
壜
工
業
株
式

会
社
』硝
子
壜
再
生
工
場

自
治
会
・
各
団
体
・
公
民
館
サ
ー

ク
ル
団
体　

三
十
四
名
の
参
加

◦
十
一
月
十
八
日
を
中
心
に
し
て

　
町
内
清
掃
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
運
動
実
施

黒
野
地
区
三
十
二
町
内
参
加

●
岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会

　

知
事
感
謝
状  

　

自
治
会
長
十
五
年
在
任  

野
々
村
文
彦

●
岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会

　
会
長
感
謝
状  

　

自
治
会
長
十
年
在
任  

矢
田　

孝
二

●
岐
阜
県
防
犯
功
労
者
表
彰

　

岐
阜
県
警
察
本
部
長

　

岐
阜
県
防
犯
協
会
理
事
長
連
盟

　

地
域
安
全
功
労
十
年  

堀
田　

啓
二

●
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援

　
岐
阜
県
知
事
表
彰

　

共
和
町
子
ど
も
支
援
七
年  
棚
瀬  　

博

●
岐
阜
市
自
治
住
民
推
進
大
会

　
十
月
一
日
文
化
セ
ン
タ—

　

岐
阜
市
長
感
謝
状

　

☆
自
治
連
絡
協
議
会
役
員

　
　

在
任
七
年　

　
　
野
々
村
文
彦

　

☆
自
治
会
長
十
年
在
任 

矢
田　

孝
二

●
岐
阜
市
地
域
安
全
推
進
大
会

　
岐
阜
市
長
表
彰

　

永
年
地
域
防
犯
活
動　

在
任
十
年

                    

堀
田　

啓
二

●
岐
阜
市
民
参
画
賞

　
岐
阜
市
長
表
彰
状　

活
動
五
年

黒
野
城
と
加
藤
貞
康
公
研
究
会

●
岐
阜
市
地
域
安
全
功
労
者
賞

　
岐
阜
北
警
察
署
長

　

地
域
安
全
活
動　

活
動
三
年

田
口　

勝
廣

平
成
三
十
年
度

被
表
彰
者
感
謝
状
等
受
賞
者

（
す
べ
て
の
方
敬
称
略
）

◦
五
月
二
十
二
日

　

青
パ
ト
運
転
者
講
習
会
実
施

　

黒
野
会
館
・
一
一
二
名

◦
五
月
三
十
日
を
中
心
に
し
て

　

黒
野
町
内
清
掃
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

三
十
二
全
町
内
参
加

◦
六
月
十
六
日

　

黒
野･ 

西
郷
地
区

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
営
協
議
会

　

運
行
十
周
年
記
念
式
典
催
行

          　
　
　
　

岐
阜
市
長
臨
席

◦
七
月
十
八
日

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
野
支
部

　『
ね
む
の
木
学
園
』静
岡
県
掛
川
市

　
連
合
会
役
員
研
修
に
参
加

◦
八
月
五
日

　

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る

　『
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
』協
賛
実
施

◦
九
月
十
七
日

　

校
区
敬
老
祝
賀
会
開
催

  

（
黒
野
小
学
校
・
出
席
者
三
五
一
名
）

◦
十
月
六
日

　

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
会

愛
知
県
豊
田
市
学
習
セ
ン
タ
ー
地
震･

暴

風
・
消
火･

煙
脱
出
体
験
学
習　

研
修

◦
十
月
二
十
八
日

　

黒
野
校
区
西
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

　
西
ブ
ロ
ッ
ク
十
町
内
参
加

　

み
ど
り
広
場
参
集
者  

五
四
六
名

◦
十
一
月
三
～
四
日

　

校
区
文
化
祭
協
賛

　

黒
野
小
学
校  

体
育
館

　

全
自
治
会
長
入
場
者
受
付
等

◦
十
一
月
十
五
日

　
シ
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
号
利
用

　
岐
阜
市
環
境
処
理
施
設
視
察
研
修

『（
株
）岐
阜
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
』

工
場  

岐
阜
県
安
八
町
・
容
リ
法

対
応
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

平
成
三
十
年
度

黒
野
自
治
会
連
合
会
の

主
要
行
事（
平
成
三
十
年
四
月
よ
り
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

高　

井　

里　

奈

井　

上　

侑　

子

竹　

村　

香　

保

井　

藤　

史　

織

河　

合　

将　

志

川　

脇　

英　

祐

日
下
部　

拓　

海

久　

世　

佳　

那

宇　

野　

聡　

一

平　

野　

朝　

陽

久　

世　

拓　

岳

牧　

野　

文　

哉

松　

岡　

千　

智

黒　

岩　

由　

季

川　

戸　

菜　

緒

伊　

吹　
　
　

楓

新　

田　

千　

尋

IQMAL  HAKEEM
BIN  JAFFRI

岡　

崎　

洋　

樹

MUHAMMAD  AFIQ
IKHWAN  BIN  AMINUDDIN

山　

内　

明
日
香

JIN
  Y

U
N

FE
N

G

（
金
云
峰
）

SITI  EZU
RIN

BIN
TI  ISM

A
IL

C
H

O
  H

Y
E

IN

米　

澤　

英　

政

加　

藤　

薫　

子

鈴　

木　

統　

子

印　

南　

萌
々
花

関　

口　

佑　

輔

田　

中　

咲　

妃

BEN  XUECHUN

（
賁　

雪
純
）

W
ANG  SHIXIN

（
王　

誌
）

尾　

宅　
　
　

蓮

高　

橋　
　
　

丈

奥　

村　

美
央
瑠

小　

野　

優　

由

中　

根　

正　

博

松　

浦　

朱　

里

早
矢
仕　

大　

輔

長
谷
川　

愛　

実

木　

村　

奈　

央

伊　

藤　

克　

祥

PAM
ERA  CHUA

CHEE  TENG

宮　

嵜　

千　

怜

太　

田　

瑠　

美

北　

川　
　
　

輝

神　

谷　

真　

帆

石　

神　

秀　

樹

沖　

野　

秀　

作

板　

津　

智　

香

萩　

原　

由
梨
花

浅　

野　

康　

太

中　

井　

早　

知

吉　

川　
　
　

明

碓　

井　

総　

磨

村　

松　

有　

圭

八　

代　

貴　

斗

米　

澤　

果　

恋

清　

水　

百　

星

河　

合　

遼
太
郎

原　
　
　

健　

介

北　

村　

洋　

太

島　

部　

恵　

子

水　

野　

友　

結

日　

比　

遥　

香

東　
　
　

香　

織

後　

藤　

愉
女
夏

後　

藤　

瞭　

吾

管　

野　

佳　

奈

平　

野　

隼　

大

浅　

野　

英　

杜

松　

井　

菜　

美

林　

      

由　

季

安　

藤　

智　

美

上　

田　

静　

佳

三　

品　

さ
や
か

高　

見　

真　

由

北　

村　
　
　

蓮

浦　

田　

優　

作

馬　

場　

竣　

也

平　

野　

翔　

司

川　

瀬　

更　

紗

田　

中　

雅　

彦

宮　

川　

湧　

暉

藤　

澤　

篤　

志

吉　

原　

大　

生

近　

藤　

花　

美

田　

中　

貴　

大

大　

島　

未　

来

柴　
　
　

瑞　

穂

後　

藤　

有　

舞

川　

嶋　

保　

貴

荻　

山　

里　

穂

神　

山　
　
　

梓

青　

谷　

輝
里
佳

白　

木　

稜　

也

信　

田　

凌　

雅

吉　

田　

亜
衣
梨

新　

井　

美　

月

白　

木　

大　

喜

白　

木　

亜　

美

塚　

田　

颯　

太

宮　

澤　
　
　

駿

鷲　

見　

佑　

太

河　

瀬　

翔　

悟

金　

森　

優　

斗

和　

田　

澪　

奈

井　

上　

柊　

哉

徳　

永　

啓
之
介

村　

瀬　

優　

介

寺　

井　

美　

咲

見
尾
谷　

萌　

花

長　

屋　

立　

輝

堀　
　
　

華
菜
美

伊　

藤　

舜　

至

小　

嶋　

奈
々
子

野
々
村　

友　

樹

野　

元　

煌　

気

清　

水　

椋　

偉

國　

島　

綾　

乃

長　

尾　

椋　

人

梅　

田　

拓　

馬

植　

木　

祐　

妃

高　

井　

一　

磨

國　

島　

優　

里

小　

川　

菜
那
子

西　

岡　

志　

歩

山　

口　

晴　

輝

小　

枝　

可
南
海

H
A

N
  Z

IN
  O

O

加　

藤　

聖　

也

神　

谷　

尚　

幸

山　

田　

竜　

也

前　

川　

沙　

奈

佐　

藤　

利　

彰

久
保
井　
　
　

茜

M
A

  Y
U

C
O

N
G

市　

橋　

正　

裕

宮　

部　

友　

香

西　

垣　

音
々
架

河　

崎　

く
る
み

山　

内　

洸　

貴

加　

藤　

健
太
郎

蜂　

矢　

和
夏
菜

大　

洞　

智　

美

藤　

原　

佑　

樹

萩　

原　

健　

登

田　

口　

瑛　

心

横　

山　

紗　

希

神　

戸　

優　

輝

土　

井　

沙
興
子

桐　

山　

奨　

梧

佐　

伯　

史　

華

小
田
井　

喜
美
佳

北　

村　
　
　

海

白　

木　

翔　

護

林　
　
　

大　

樹

伊　

藤　

雄　

貴

西　

嶋　

美　

里

谷　

上　

槙
之
介

ZAHID  ABDURRAUF
AHMAD

伊　

藤　

渓　

梧

篠　

田　

勘　

丞

西　

垣　

壮　

真

川　

瀬　

真　

央

河　

村　

莉　

沙

藤　

川　

隼　

斗

延　

木　

悠　

宇

安　

達　

晃　

佑

大　

谷　

朱　

音

郷　
　
　

浩　

樹

大　

野　

響　

也

和　

田　

澪　

奈

井　

戸　

若　

菜

安　

藤　

奨　

悟

岩　

本　

奈
々
華

川　

合　

清　

美

松　

尾　

拓　

弥

兼　

松　
　
　

遥

山　

内　

明
日
香

五　

味　

友　

亜

小　

川　

裕
里
子

長　

屋　

汰　

市 

平成30年度 『新成人を祝い励ます会』開催
平成31年1月13日（日）午前10:30〜　西部コミュニティセンター

成人式招待者182名（出席予定者105名）　平成30年12月1日現在
※該当者は、平成10年4月2日から翌年の平成11年4月1日までに生まれた方です。

編 

集 

後 

記

　

平
成
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
、
年
度
末
の
大
変
お
忙
し
い
と
こ

ろ
ご
執
筆
を
頂
い
た
皆
様
に
は
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長　

澤
島
勝
美



（5）　平成31年1月1日 第 34 号く ろ の 社 協 だ よ り

第  34  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、
研
修
旅
行
で
7
月
18
日

（
水
）に
、
静
岡
県
の
ね
む
の
木
村
を
訪
問
し
ま
し

た
。
ね
む
の
木
村
は
体
の
不
自
由
な
子
供
達
の
為

に
、
俳
優
の
宮
城
ま
り
子
さ
ん
が
設
立
し
た
養
護

施
設
で
、
社
会
福
祉
法
人
ね
む
の
木
福
祉
会
と
、

学
校
法
人
ね
む
の
木
学
園
が
運
営
す
る
施
設
の
総

称
で
す
。
こ
の
施
設
は
10
年
ほ
ど
前
に
訪
問
し
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
希
望
者
が
多
か
っ
た
の
で
再

度
訪
問
し
ま
し
た
。
授
業
内
容
や
施
設
を
見
学
し

て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
し
ま
し
た
。

　
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」
を
11
月
17
日

（
土
）に
、
自
治
会
連
合
会
の
役
員
と
民
生
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
西
部
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
大
野
弥
生
先
生
の
講
演
と
、
あ
そ

か
苑
後
藤
誠
先
生
ほ
か
10
名
の
方
々
に
健
康
体

操
を
し
て
頂
き
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ね
む
の
木
村
の
研
修
旅
行
を
実
施

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」の
作
成

　
最
初
に「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」を
お
願
い
し
て
5
年
目
と
な
り
ま
す
。
町
内

の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」の
作
り

直
し
を
各
自
治
会
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



第 34 号 平成31年1月1日　（6）く ろ の 社 協 だ よ り

総額 152,500円総額 152,500円総額 152,500円
みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

　

平
成
三
十
年
度
「
日
本
赤
十
字
社
募

金
」「
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
」「
歳
末

助
け
合
い
募
金
」
等
に
、
各
自
治
会
を

は
じ
め
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
り
各
法
人
、
企
業
、
商
店
に
募

金
活
動
を
行
っ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

●
協
賛
協
力
企
業
商
店
様

芳
悠
会
野
々
村
医
院
、
㈱
ハ
イ
シ
ョッ

プ
ふ
じ
た
、
西
村
歯
科
医
院
、
み
な
が

わ
ク
リ
ニッ
ク
、
㈱
杉
山
興
業
、
西
部

大
成
牧
場（
北
岡
作
一
）、
ナ
オ
ミ
美
容

室
、
立
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
Ｇ
Ａ
設
計
事

務
所
、ひ
ろ
せ
内
科
、岐
北
ク
リ
ニッ
ク
、

小
河
建
設
㈱
、
堀
川
、
㈾
山
源
商
店
、

黒
野
自
動
車
、
㈱
マ
イ
ン
ド
松
井
、

平
野
薬
局
、
味
処
貴
久
家
、
㈱
た
か

さ
ご
、
㈱
む
つ
み
、
杉
山
光
子
、
久

世
工
業
㈱
、
㈱
ゲ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

㈲
岐
阜
大
学
前
不
動
産
、
寿
司
処
勘

兵
衛
、
㈱
さ
つ
き
や
酒
店
、
丸
幸
製

菓
㈱
、
国
島
リ
ー
ス
㈲
、
島
部
呉
服

店
、
三
新
ガ
ラ
ス
㈱
、
㈱
宇
野
商
会
、

建
友
設
備
、
㈱
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
、
市
川

会
計
事
務
所
、㈲
棚
橋
保
険
事
務
所
、

今
井
モ
ー
タ
ー
ス
、
㈲
武
川
電
機
、

久
世
商
事
㈲
、
中
部
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
岐
大
建
設
㈱
、
喫
茶

た
い
よ
う
、
華
井
プ
ラ
工
業
㈲
、
㈲

新
茂
重
機
、
宇
野
靖
子
、
三
洋
化
学

工
業
㈱
、
ベ
ル
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

黒
野
、
新
光
電
機
工
業
㈱
、
戸
川
新

聞
店
、国
島
タ
バ
コ
店（
国
島
敏
彦
）、

テ
ル
ミ
ー
美
容
室
、喫
茶
シ
ャ
ロ
ム
、

河
合
保
険
調
剤
薬
局（

順
不
同
敬
称
略
）

　

社
協
で
は
、
自
治
会
連
合
会
の
役
員
と
筋
ト
レ
ク

ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、「
高
齢
者
介
護
予
防
教
室
」を

5
月
12
日（
土
）に
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
の
大
野
弥
生

先
生
の
講
演
、
9
月
8
日（
土
）に
岐
北
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
内
山
恵
子
先
生
の
講
演
と
い
う
内
容
で
、

2
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

身
体
は
老
化
す
る
が
、
筋
肉
は
老
化
し
な
い
、
筋

肉
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
退
化
す
る
。
黒
野
の
皆
さ
ん

に
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
散
歩
な
ど
に
よ
り
元
気

で
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
主
催
の
『
親
子
ふ
れ
あ
い

教
室
』
が
黒
野
会
館
・
黒
野
児
童
館
と
く
ろ
の
こ
ど

も
園
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
社
協
黒
野
支
部
で

は
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
協
力
し
て
お
り

ま
す
。 高

齢
者
介
護
予
防
教
室

子
育
て
支
援
事
業
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第  11  号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

第5回　黒野ラジオ体操会を開催
開催日　8月5日（NHK夏期巡回ラジオ体操会開催記念日）

　

平
成
30
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
が
7
月
か
ら
続
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
中
、
8
月
5
日
に
第
5
回
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
し
、
全
員
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

8
1
0
名
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
に
倉
敷
市
で
１
０
０
万
人
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
行
わ
れ
、

毎
年
、
体
操
指
導
を
お
願
い
し
て
い
た
西
林
先
生
が
そ
ち
ら
へ
出
席
さ
れ

た
た
め
県
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
か

ら
宮
島
先
生
、
小
椋
先
生
に
来

て
頂
き
ラ
ジ
オ
体
操
の
基
本
と

と
も
に
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

第
５
回「
黒
野
歴
史
探
訪
」

　
折
立
、
三
ツ
又
、
共
和
町
の
史
跡
巡
り

　

6
月
16
日
、
第
5
回
黒
野
歴
史
探
訪

を
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰
公
研
究
会
に
協

力
を
お
願
い
し
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
折
立
、
三
ツ
又
、
共
和
町
で
、
黒

野
城
跡
公
園
で
の
出
発
式
に
は
、
郷
土

の
歴
史
に
大
変
興
味
を
お
持
ち
の
柴
橋

岐
阜
市
長
が
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
、
研
究
会

の
皆
様
の
ご
努
力

で
整
備
し
て
頂
い

た
「
松
尾
芭
蕉
、

神
山
寸
木
連
句

碑
」
で
し
た
。
公

園
の
木
立
の
下
に

円
柱
形
の
句
碑
が

静
か
に
建
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
歩
い
た

距
離
は
5
㎞
、
参

加
者
は
、
49
名
で

し
た
。



第 11 号 平成31年1月1日　（8）く ろ の ま ち 協 だ よ り

地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」を

見
ま
し
ょ
う

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
各
種
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
自
治
会

連
合
会
、
白
寿
会
、
消
防
団
、
体
育 

振
興
会
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
、
日

赤
奉
仕
団
等
々
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
が
続
々

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」で
検
索
す
れ
ば

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
き
ま
す
。
多
く
の

皆
様
に
見
て
頂
き
地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
し
て
育
て
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
活
動

「
自
主
防
災
研
修
会
」を
実
施

　

6
月
5
日（
火
）防
災
士
で
当
部
会
の

副
部
会
長
の
久
世
和
明
さ
ん
に
講
師
を

お
願
い
し
て
、
岐
阜
市
が
作
成
し
た
資

料「
み
ん
な
で
高
め
る
地
域
防
災
力
」を

使
用
し
防
災
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
自
治
会
連
合
会

お
よ
び
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
員
合

計
42
名
で
し
た
。

夜
間
青
パ
ト
が
黒
野
交
番
の
パ
ト
カ
ー

と
合
同
防
犯
巡
回
を
開
始
し
ま
し
た

　

毎
月
、
地
域
安

全
指
導
員
の
皆
様

に
お
世
話
に
な
っ

て
、
夜
間
青
パ
ト

防
犯
巡
回
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
11
月
か
ら

黒
野
交
番
の
パ
ト
カ
ー（
赤
パ
ト
）が
伴

走
し
て
巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
防
犯
効
果
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）」を
実
施

　

7
月
15
日（
日
）西
部
コ
ミ
セ
ン
に

て
、
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）を
行
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
、
講
師
に

清
流
の
国
ぎ
ふ
防
災
・
減
災
セ
ン
タ
ー

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
西
田
重
成
様
を

迎
え
9
時
か
ら
12
時
ま
で
休
む
暇
も
な

く
中
身
の
濃
い
訓
練
で
し
た
。
東
南
海

大
地
震
が
発
生
し
、
岐
阜
の
震
度
は

「
6
」、
家
屋
の
倒
壊
も
発
生
し
て
い
る

と
の
想
定
で
、
拡
大
し
た
市
街
地
図
を

使
用
し
て
、
要
支
援
者
を
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ト
で
、
ど
ん
な
方
法
で
、
誰
が
ど

の
よ
う
に
ど
こ
へ
救
出
す
る
の
か
と

い
っ
た
大
変
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
の
段
階
と
し
て
は
、
黒
野
で
具
体

的
な
災
害
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練

（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

パネル展に出展
メディアコスモスまちづくり協議会活動

　毎年、2月下旬から3月上旬にかけて、メディアコスモ
ス1階ドキドキテラスにて岐阜市内の各地域に設置され
たまちづくり協議会の活動状況を紹介するパネルを制作
して展示しています。黒野まち
づくり協議会も毎年、出展して
います。各地域の特色が出て
います。メディアコスモスへお
出かけの際には足を運んで頂
きますようご案内いたします。


